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外国人の子どもの漢字指導について 

 

日本語を初めて学ぶ外国人の子どもにとって、漢字の学習は困難な壁の一つで、多くの時間を費やすことに

なります。 

  

◆日本で生まれ育った日本語モノリンガルの子どもたちが漢字を学習する場合、子どもたちがすでに理解し

ていることばに漢字を結びつけていきます。漢字学習は主に、「字義（漢字の意味）」「字音（漢字の読み）」

「字形（漢字の書き）」の３つのポイントで捉えられますが、低学年の学習では特に「字形」の指導に重点が

当てられます。 

国語科での 

漢字学習 

字義→ 字音→ 字形→ 漢字語彙の量を増やす 

既知のことばに、漢字と読み方を結びつ

けて理解していく。低学年の場合、日常

生活の中ですでに知っている漢字もあ

る。学年が進むと、部首や形声文字の学

習なども行う。 

書き順の指導、字形の指導（と

め、はね、はらい…）、反復練

習が一般的な指導の流れ。漢字

ドリルの構成も同様の傾向に

ある。 

すべての教科の教科書の表記が、学習指導

要領の学年別漢字配当表に準じているの

で、指導者が特別に意識をしなくても、そ

の学年の学習全体を通じて、漢字を使った

語彙の習得が可能。 

 

 ◆非漢字圏の子どもが初めて漢字を学習する場合、先ず「ことばの意味」が分かる必要があります。 

『かんじだいすき』（（社）国際日本語普及協会）や『絵でわかるかんたんかんじ』（スリーエーネットワーク）『Meu Amigo Kanjis』

（東京外国語大学）等の、外国人の子どもを対象とした漢字教材では、「漢字の意味」を「絵」（『Meu Amigo Kanjis』

は翻訳も）を使って理解させながら、漢字の読み書き指導を行う構成です。従来の国語科の漢字指導の前段階

に「絵」によることばの意味理解を挿入する指導は、日本語を初めて教える指導者にとって、馴染みやすい指

導方法です。 

また、学習指導要領の学年別漢字配当表に準じる指導では、漢字の構成要素となる基本漢字（例えば、口、糸、力

…）を低学年で学習します。こうした指導は、漢字学習が初めてという非漢字圈出身の子どもにも無理があり

ません。 

外国人の子どもは移動が多く、日本国内でも地域によって日本語指導の状況が異なり、指導の継続性が担保

されていません。「前の学校で○年生の漢字を学習していた」ということが、前籍校での指導の段階を把握す

るもっとも単純なスケールともなり、公立学校で学ぶ外国人の子どもの多くは、学年別漢字配当表に準じるテ

キストで学習していることが多いようです。 

非漢字圏出身

の子どもへの

漢字指導 

 

 

ことばの 

意味理解→ 
字義→ 字音→ 字形→ 

漢字語彙の量を 

増やす 

「ことばの意

味が分からな

い」レベルから

学習を始める

ので絵や翻訳

で、ことばの意

味を理解する。 

覚えたばかり

のことばや、普

段使わないこ

とばも漢字で

覚える必要が

あり、時間がか

かる場合もあ

る。 

音訓を同時に覚え

るのは難しく、子

ども用漢字教材で

は、読み方を音訓

のいずれかに限定

している。主に日

常会話で使われる

「訓読み」を中心

に学ぶ形式が多

い。 

書き順の指導、字形の指導、反復

練習が、一般的な指導の流れ。母

国の文字の書き方の影響で、筆順

などは習得に時間がかかる場合

もある。指導者が細部にこだわり

すぎると子どもの意欲をそぐこ

とにもなる。初期段階では、活字

（フォント）の種類が変わると対

応できないこともある。 

外国人の子ども用の漢字

教材を終えても、学年相当

の漢字語彙の量は圧倒的

に少ない。読み替え漢字の

練習などを足していく必

要がある。 

フラッシュカードの読みやカルタなど、負担が少なく

楽しくできる反復練習をすることが多い。文脈の中で、

ことばの意味理解をしていく必要があり、漢字を使っ

た文の読みは不可欠。 

日本語指導の時間だけでは、漢字

の書きを習得することは難しい。

在籍学級の担任と連携し、毎日の

宿題にするなどの支援が必要。 

在籍学級で学習する全教

科の教科書のルビ付けな

ど、学年相応の学習に追い

付くにはプラスαの支援

が必要となる。 
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